
 
 

統合後の学校名・校章・校旗・校歌について 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

統合後の通学支援 ～対象地域・対象者等～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統合後の通学支援 ～スクールバスの運営・利用方法～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

２．登校時のスクールバスの運行について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆統合後の学校名は「鳥飼小学校」として、校章・校旗、校歌は鳥飼小学校のものを使用することを検討 

【鳥飼小学校と鳥飼東小学校のこれまでの歴史】 

・鳥飼小学校は、令和５年度で開校１５０周年を迎えた摂津市で最も歴史の古い小学校です。 

・１９７０年以降の宅地開発によって児童の人口が増加し、鳥飼小学校から鳥飼西小学校、鳥飼北小
学校、鳥飼東小学校に分離した経緯があります。 

・今回の統合は、歴史的に見ると分離した鳥飼東小学校が鳥飼小学校に戻ることになります。このような歴史的背
景を踏まえ、「鳥飼小学校」として、校章・校旗、校歌は同校のものを使用することで検討を進めます。 

発行：摂津市 教育委員会事務局 教育総務部 教育政策課 

鳥飼小学校、鳥飼東小学校、鳥飼地域の未就学児童の保護者のみなさまへ 

通学支援の対象者等について 

・統合に伴い通学距離が長距離となる児童に対する支援として通学バスの実施について検討しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【主な検討内容】 

・通学距離について、約 96％の方が「1.5
㎞以内が許容範囲」であると回答 
（令和４年度保護者アンケート結果より） 

・他地域における統合後の通学距離との
公平性も考慮する必要がある 

⇒対象児童は、鳥飼小学校から直線距離
1.5km超（丁目単位※）の全学年児童と
して、検討を進めます。 

【その他、今後の検討事項】 

・通学バス対象外の児童に対して、安全対策（交通専従員の配置やグリーンベルトの明示）等の通学支援を検討します。 

【懸念事項や協議会で出た意見】 

・２便運行する場合、最も遠い児童は自宅の出発時間が早くなる等の影響がでるが、その場合対策として始業時

間を今より少し遅くしてはどうか。 
・始業時間を変更すると、児童・保護者の生活リズム、就業時間、職員会議等への影響が出るのではないか。 
・稼働するバスの台数が増え、同時に停車すると、乗降スペースが確保できない。また、周辺への交通状況や、通
学路の安全に影響が出るのではないか。 

【現時点での検討の方向性】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
比較表 メリット デメリット 

パターン
１ 

・児童の自宅出発時間への配慮〇 
・最遠方（鳥飼上 4・5丁目）の児童の徒歩 
 通学距離を削減 

・乗車場所多くすることにより、運行管理× 
 （補助員についても、くすの木公園に要追加） 
・財政負担× 

パターン
２ 

・最遠方（鳥飼上 4・5丁目）の児童の徒歩通学距離を削減 
・財政負担がパターン１より〇 

・一部児童の自宅出発時間が早い（7時30分頃に自宅発） 
・乗車場所を増やすことにより、運行管理× 
 （補助員についても、くすの木公園に要追加） 

パターン
３ 

・乗車場所が少ないことにより、運行管理〇 
（補助員は東小のみに配置） 
・財政負担がパターン１より〇 

・一部児童の自宅出発時間が早い（7時30分頃に自宅発） 
・最遠方（鳥飼上 4・5 丁目）の児童の徒歩通学距離が従前
のまま（20分程度） 

 

３．下校時のスクールバスの運行について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【懸念事項や協議会で出た意見】 

・一斉下校（水曜日、学期末、警報等の対応時）の時は、待機時間で児童はどこで待つか。 

・授業時間別の運行以外に、学童利用者が乗車する便を設ける必要があるのではないか。 
・日によって利用しない場合はどうするのか（習い事でバスを利用せずに下校する等） 

【現時点での検討の方向性】 

・通常は、「5限便」、「6限便」、「学童保育便」をピストン運行する方向で検討を進めます。 
・一斉下校時については、運行体制や待機時間の対応も含めて、検討を進めます。 

【その他、今後の検討事項】 

・「乗降管理」「乗降時の補助や交通誘導員配置の有無」「乗り遅れた児童への対応」「道路状況等でバス到着が
遅延した場合の対応」「毎日ではなく特定日のみ通学支援利用を希望する児童への対応」「通学支援利用の手
続き」などの具体的な運営方法についても検討を進めます。 

１．スクールバスの運行ルート・乗降場所について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【現時点での検討の方向性】 

・「鳥飼東小学校」と「鳥飼小学校敷地」の２カ所での乗降場所で対応でき
るか検討を進めています。また、一部巡回運行ができるか検討を進めま
す。 

・運行ルートについては、安全面と定時制確保を前提に右図ルートで検討
を進めます。 

【懸念事項や協議会で出た意見】 

・遠方の児童に配慮し、乗車場所は複数箇所設定した巡回型バスとしてはど
うか。 
・乗車場所を複数とした場合、乗車場所ごとに児童の乗車に時間を要するた
め、第１便に乗車する児童も含め、自宅出発時間がより早くなってしまう。 
・交通事情等によるバス到着の遅延等、想定外の事象が発生した際に、自宅
出発後の児童への情報伝達手段をすべての乗車場所に設ける必要がある。 

※直線距離 1.5㎞ではなく、丁目単位で対象
を決定することで、実質 1.5㎞に近似した距
離になります。 

鳥飼東小学校 

鳥飼小学校 

パターン１ 

パターン２ パターン３ 

・バス２台体制 
・バス Aの第１便は東小から徒歩 10分圏内児童を割り当て 
・バス Bは鳥飼上 4・5丁目児童をくすの木公園前で乗車 

◆今後の検討スケジュールについて 

・次回協議会は、８月中に開催する予定です。それまでに「総務・通学部会」「教育部会」「PTA・学童・地域部会」で検

討を進めます。その内容について、２学期に次号で順次お知らせします。 

・保護者のみなさまのご意見についても頂戴したいと思っておりますので、ご意見等につきましては、右記の二次

元コードを読み取り、ご記載ください。ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 
・令和６年６月１３日に開催した摂津市立鳥飼・鳥飼東小学校統合協議会等で協議した内容について、お伝えします。 

・前回の通信第１号は、右記の二次元コードからご確認いただけます。 

     

           

      

       

       

       

       

   

       

              

                 
              
       

・バス３台体制 
・バス C は鳥飼上 4・5
丁目の児童をくすの木
公園前で乗車 

 

     

     

           

      

       

       

       

       

       

       

       

       

       

                  
         
                
              
       

     

      

       

       

       

       

       

       

       

       

             
              
       

・バス２台体制 
・バス A の第１
便は東小から
徒歩 10 分圏
内児童を割り
当て 


